
(57)【要約】

【課題】杭位置の計測を簡易かつ高精度に行うことがで

きる杭位置計測定規を提供することを目的とする。

【解決手段】杭位置計測定規１を、打設した杭Ｗの周面

に対して接線方向に当接する目盛を形成した本体部２と

、この本体部２と直角を保ちつつ摺動可能に取り付けた

目盛を形成した基芯部３とで構成する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
打 設 し た 杭 の 周 面 に 対 し て 接 線 方 向 に 当 接 す る 目 盛 を 形 成 し た 本 体 部 と 、 該 本 体 部 と 直 角
を 保 ち つ つ 摺 動 可 能 に 取 り 付 け た 目 盛 を 形 成 し た 基 芯 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 杭 位
置 計 測 定 規 。
【 請 求 項 ２ 】
本 体 部 を 曲 尺 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 杭 位 置 計 測 定 規 。
【 請 求 項 ３ 】
本 体 部 と 基 芯 部 の 当 接 部 分 を 嵌 合 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 杭 位
置 計 測 定 規 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 杭 位 置 計 測 定 規 に 関 し 、 特 に 、 杭 の 打 設 後 に 所 謂 通 芯 線 か ら 杭 の 位 置 を 測 定 す
る 際 に 、 簡 易 か つ 高 精 度 に 計 測 す る こ と の で き る 杭 位 置 計 測 定 規 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 杭 位 置 の 計 測 方 法 は 、 杭 の 打 設 施 工 後 に 、 通 芯 線 か ら の 距 離 を メ ジ ャ ー で 計 測 し て
い た （ 特 許 文 献 １ ～ ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ７ － ４ ３ ６ ８ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ １ １ ３ ４ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 記 従 来 の 杭 位 置 計 測 方 法 は 、 杭 位 置 を メ ジ ャ ー を 用 い て 計 測 す る た め 、 操 作
性 が 悪 く 、 ま た 、 そ の 測 定 精 度 に 問 題 が あ り 、 特 に 、 通 芯 線 が 杭 の 内 部 を 通 っ た 場 合 に は
、 杭 の 中 心 位 置 確 認 に 手 数 を 要 す る と と も に 、 通 芯 線 が 杭 の 外 部 を 通 る 場 合 以 上 に 、 測 定
精 度 の 信 頼 性 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 杭 位 置 計 測 方 法 の 有 す る 問 題 に 鑑 み 、 杭 位 置 の 計 測 を 簡 易 か つ 高 精
度 に 行 う こ と が で き る 杭 位 置 計 測 定 規 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 杭 位 置 計 測 定 規 は 、 打 設 し た 杭 の 周 面 に 対 し て 接 線 方
向 に 当 接 す る 目 盛 を 形 成 し た 本 体 部 と 、 該 本 体 部 と 直 角 を 保 ち つ つ 摺 動 可 能 に 取 り 付 け た
目 盛 を 形 成 し た 基 芯 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 杭 位 置 計 測 定 規 は 、 基 芯 部 を 通 芯 線 に 沿 わ せ 、 本 体 部 を 杭 の 周 面 に 当 接 す る だ け で 、
接 点 に お け る 接 線 と ９ ０ 度 を な す 線 は 杭 の 中 心 線 と な り 通 芯 線 か ら 杭 の 中 心 ま で の 距 離 を
容 易 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 場 合 に お い て 、 本 体 部 を 曲 尺 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ れ に よ り 、 本 体 部 を 容 易 に 杭 の 周 面 に 当 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 体 部 と 基 芯 部 の 当 接 部 分 を 嵌 合 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ に よ り 、 本 体 部 と 基 芯 部 の 直 角 関 係 を 高 精 度 に 維 持 し な が ら 、 本 体 部 と 基 芯 部 を 相 対
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的 に 摺 動 さ せ る こ と が で き 、 操 作 性 を 高 め な が ら 、 精 度 の 高 い 計 測 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 杭 位 置 計 測 定 規 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ ～ 図 ５ に 、 本 発 明 の 杭 位 置 計 測 定 規 の １ 実 施 例 を 示 す 。
こ の 杭 位 置 計 測 定 規 １ は 、 ９ ０ 度 の 角 度 を も っ て 構 成 す る 曲 尺 状 の 本 体 部 ２ と 、 こ の 本 体
部 ２ の １ 辺 と 直 角 状 態 を 保 ち つ つ 摺 動 可 能 に 取 り 付 け た 基 芯 部 ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 場 合 に お い て 、 本 体 部 ２ と 基 芯 部 ３ の 各 辺 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 目 盛 を 形 成 す る 。
基 芯 部 ３ の 目 盛 は 、 本 体 部 ２ の 幅 分 を 含 め て 目 盛 を 刻 む よ う に す る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、
本 体 部 ２ の 幅 が １ ０ ｃ ｍ で あ る の で 、 そ の 目 盛 は １ ０ ｃ ｍ か ら 開 始 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 体 部 ２ と 基 芯 部 ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 嵌 合 構 造 と す る 。
ま た 、 本 体 部 ２ に は 、 各 辺 と 平 行 に ス ラ イ ド 孔 ４ を 形 成 す る と と も に 、 裏 面 に 凹 溝 ２ ａ を
設 け る 。
ス ラ イ ド 孔 ４ は 、 杭 Ｗ と 通 芯 線 Ｍ ｘ 、 Ｍ ｙ と の 関 係 に よ っ て 基 芯 部 ３ の 取 り 付 け が 選 択 で
き る よ う に 、 本 体 部 ２ の 各 辺 に （ 図 示 の 実 施 例 は ２ 箇 所 ） 設 け る よ う に す る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
基 芯 部 ３ に は 、 そ の 表 面 に 凸 部 ３ ａ を 形 成 す る と と も に 、 ス ラ イ ド 孔 ４ の 幅 よ り 若 干 小 な
る ネ ジ ５ を 形 成 す る 。
な お 、 ネ ジ ５ は 、 基 芯 部 ３ に 直 接 溶 接 す る こ と に よ り 突 設 す る よ う に し た り 、 別 体 の ネ ジ
を 基 芯 部 ３ を 貫 通 す る よ う に 配 設 す る こ と も で き る 。
こ の ネ ジ ５ を 、 本 体 部 ２ の 裏 面 か ら ス ラ イ ド 孔 ４ を 通 っ て 表 面 に 突 出 さ せ 、 蝶 ネ ジ ６ に よ
っ て 締 め 付 け る こ と に よ っ て 本 体 部 ２ と 基 芯 部 ３ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 凹 溝 ２ ａ 、 凸 部 ３ ａ 、 ス ラ イ ド 孔 ４ 及 び ネ ジ ５ は 、 本 体 部 ２ と 基 芯 部 ３ の 境 界 面
Ｋ に お い て 、 基 芯 部 ３ の 目 盛 が 、 本 体 部 ２ の 幅 に 相 当 す る １ ０ ｃ ｍ と な る よ う に 位 置 関 係
を 調 整 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 本 体 部 ２ 及 び 基 芯 部 ３ に 設 け る 凹 溝 ２ ａ 及 び 凸 部 ３ ａ の 凹 凸 関 係 は 、 そ れ が 逆 と な
り 、 本 体 部 ２ に 凸 部 を 、 基 芯 部 ３ に 凹 溝 を 設 け る よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 本 体 部 ２ と 基 芯 部 ３ と の 嵌 合 構 造 は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 所 謂 、 鳩 尾 状 に
構 成 す る こ と が で き る 。
こ の 場 合 、 基 芯 部 ３ に 鳩 尾 状 の 蟻 ほ ぞ ３ ｂ を 形 成 す る と と も に 、 本 体 部 ２ に 蟻 ほ ぞ ３ ｂ に
嵌 合 す る 蟻 溝 ２ ｂ を 形 成 す る 。
こ の 場 合 も 、 蟻 ほ ぞ 及 び 蟻 溝 は 、 本 体 部 ２ 又 は 基 芯 部 ３ の そ れ ぞ れ ど ち ら に 形 成 す る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
凹 溝 ２ ａ 及 び 蟻 溝 ２ ｂ （ 本 体 部 に 凸 部 ３ ａ 又 は 蟻 ほ ぞ ３ ｂ を 形 成 す る 場 合 は 、 凸 部 ３ ａ 又
は 蟻 ほ ぞ ３ ｂ ） 並 び に ス ラ イ ド 孔 ４ は 、 杭 Ｗ と 通 芯 線 Ｍ ｘ 、 Ｍ ｙ と の 位 置 関 係 に よ っ て 基
芯 部 ３ の 取 り 付 け が 選 択 で き る よ う に 、 本 体 部 ２ の 各 辺 に （ 図 示 の 実 施 例 は ２ 箇 所 ） 設 け
る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 こ の 杭 位 置 計 測 定 規 を 用 い て 、 通 芯 線 か ら 打 設 後 の 杭 の 中 心 位 置 ま で の 距 離 を 測 定
す る 方 法 を 図 ４ ～ 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま ず 、 測 定 対 象 の 杭 Ｗ の 近 傍 で 通 芯 線 Ｍ に 基 芯 部 ３ の １ 辺 を 合 わ せ （ 図 ４ （ ａ ） ） 、 通 芯
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線 Ｍ ｙ に 沿 っ て 杭 位 置 計 測 定 規 １ 全 体 を 杭 に 近 づ け る （ 図 ４ （ ｂ ） ） 。
こ の 際 、 基 芯 部 ３ の ネ ジ ５ に 螺 合 す る 蝶 ネ ジ ６ を 緩 め 、 基 芯 部 ３ と 本 体 部 ２ を 摺 動 可 能 に
し て お く と と も に 、 本 体 部 ２ は 基 芯 部 ３ に 対 し て 、 図 ４ （ ｂ ） 上 、 右 側 に 拡 げ た 状 態 に し
て お く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 状 態 で 、 杭 位 置 計 測 定 規 １ の 本 体 部 ２ の 内 面 側 の 辺 が 杭 Ｗ に 当 接 し た と き に 、 基 芯 部
３ を そ の 位 置 に 保 持 し た 状 態 で 本 体 部 ２ を 摺 動 さ せ 、 本 体 部 ２ の 他 辺 を 杭 Ｗ に 当 接 さ せ る
（ 図 ４ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 先 に 本 体 部 ２ の 内 面 両 辺 を 杭 Ｗ に 当 接 し （ 図 ５ （ ａ ） ） 、 本 体 部 ２ を 当 接 し た 状 態
で 回 転 さ せ つ つ （ 図 ５ （ ｂ ） ） 、 基 芯 部 ３ を 本 体 部 ２ に 対 し て 摺 動 さ せ て 基 芯 部 ３ の １ 辺
を 通 芯 線 Ｍ ｙ に 合 わ せ る （ 図 ４ （ ｃ ） ） よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ れ に よ り 、 杭 位 置 計 測 定 規 １ は 杭 Ｗ に 対 し 、 図 ３ に 示 す 状 態 と な り 、 測 定 者 は 、 通 芯 線
Ｍ ｙ と 本 体 部 ２ の 交 点 で あ る Ａ 点 、 杭 Ｗ と 本 体 部 ２ と の 接 点 で あ る Ｂ 点 、 通 芯 線 Ｍ ｘ と 基
芯 部 ３ の 交 点 で あ る Ｃ 点 の 目 盛 を 読 み 、 杭 Ｗ の 中 心 線 Ｌ か ら 通 芯 線 Ｍ ｘ 、 Ｍ ｙ ま で の 距 離
Ｅ ｘ 、 Ｅ ｙ を 、 そ れ ぞ れ 、
Ｅ ｘ ＝ Ｂ ＋ Ｃ
Ｅ ｙ ＝ Ａ － Ｂ
に よ っ て 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
杭 Ｗ の 半 径 は 、 施 工 時 に 決 ま っ て お り 、 ま た 、 杭 Ｗ は 円 形 で あ る た め 、 本 体 部 ２ の 接 点 の
目 盛 が そ の ま ま 半 径 寸 法 と な る た め 、 事 実 上 、 Ａ 点 、 Ｃ 点 を 計 測 す る の み で 、 杭 Ｗ の 中 心
線 Ｌ か ら 通 芯 線 Ｍ ｘ 、 Ｍ ｙ ま で の 距 離 を 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 、 本 発 明 の 杭 位 置 計 測 定 規 に つ い て 、 そ の 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上
記 実 施 例 に 記 載 し た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て
適 宜 そ の 構 成 を 変 更 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 杭 位 置 計 測 定 規 に よ れ ば 、 打 設 さ れ た 杭 の 中 心 位 置 か ら 通 芯 線 ま で の 距 離 を 本 体
部 を 杭 の 周 面 に 、 基 芯 部 の １ 辺 を 通 芯 線 に 合 わ せ る と い う 極 め て 簡 単 な 作 業 の み で 、 迅 速
か つ 正 確 に 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 本 体 部 を 曲 尺 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 本 体 部 を 容 易 に 杭 の 周 面 に 当 接 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 体 部 と 基 芯 部 の 当 接 部 分 を 嵌 合 構 造 と す る こ と に よ り 、 本 体 部 と 基 芯 部 の 直 角 関
係 を 高 精 度 に 維 持 し な が ら 、 本 体 部 と 基 芯 部 を 相 対 的 に 摺 動 さ せ る こ と が で き 、 操 作 性 を
高 め な が ら 、 精 度 の 高 い 計 測 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 杭 位 置 計 測 定 規 の １ 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 図 １ の Ｘ － Ｘ 断 面 図 を 示 し 、 （ ｂ ） は 本 発 明 の 杭 位 置 計 測 定 規 の 他 の 実
施 例 の 本 体 部 と 基 芯 部 の 当 接 部 分 の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 同 杭 位 置 計 測 定 規 の 使 用 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 杭 位 置 計 測 定 規 の 使 用 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 杭 位 置 計 測 定 規 の 他 の 使 用 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 杭 位 置 計 測 定 規
２ 　 本 体 部

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-309376 A 2004.11.4



３ 　 基 芯 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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